
楯築墳丘墓（倉敷市）

　　　　　　前方の丘陵上が、楯築墳丘墓が所在する王墓の丘史跡公園楯築地区



　　左手に回り込み、右手の坂を上がって進む/「楯築遺跡」と記された案内表示があった



　　　　　楯築墳丘墓は倉敷市矢部の丘陵上に径約50mの円丘部、南北に2つの突出部を備えた全長約80mの弥生時代後期の双方中円形墳丘墓





　　ここから王墓の丘史跡公園楯築地区へ向かう 📹 video

https://youtu.be/DRw8OalXgyY


王墓の丘史跡公園は、楯築地区・日畑赤井堂地区・王墓山地区よりなる/楯築地区には、2世紀後半の楯築墳丘墓の外に、6世紀後半築造の向山古墳群と西山古墳群が
同じ丘陵上に所在する



　　丘陵に登って行く途中に説明板が立っていた



　　　　　説明板　①



説明板　②



楯築墳丘墓は、直径約50ｍ、高さ5ｍの円丘部を中心にして、北東側と南西側に突出部を備えた、弥生時代の後期では国内最大級の墳墓遺跡であり、一大吉備勢力にまとめ
上げた大首長の墓と考えられている







説明板　➂









正面は墳丘墓南西側にある収蔵庫/ここに、かって楯築遺跡の上に建てられていた楯築神社の御神体として亀石と呼ばれている旋帯文石が納められ
ている/南西突出部先端の発掘調査時に、旋帯文石と同じ文様をもつ小型の石（弧帯文石）が出土したことから、旋帯文石も楯築遺跡と同じ弥生時代の
終わり頃に作られたものであることが明らかにされた/左手前に説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/cBIQJ0VYPlg




　　旋帯文石/重要文化財



弧帯文石



円筒埴輪の祖型とされる特殊器台



さて、ここが楯築墳丘墓の円丘部/南側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/bQ65LsiZA24


　そこで、左手を見たところ



　同じく、右手を見たところ



墳丘墓の頂上には5つの巨石が取り囲むように立っている/このストーンサークルは、温羅の射た矢を防ぐ「楯」を「築」いたものなのか、古代の祭祀場
だったのか・・・/東側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/buxAMQrmQYc


　　その右手を見たところ



　　「楯築神社跡地」と記された標柱が立っている/ここに楯築神社が建てられていたようだ 📹 video

https://youtu.be/ViXX-ThFTfY


　　この小さな石の祠に、旋帯文石が長らく安置されていたと云う/背後に立つのが立石１



　立石３



　立石４



　立石２



　　　　　こんなものも



　立石５



　　　こちらにも石が・・・



　　こんな塩梅



　　さて、これは円丘部から南西側の突出部方向を見たところ/給水塔建設により、突出部は破壊されていて原型をとどめていない 📹 video

https://youtu.be/UYKEBepwj1Q


　　　反対の北東側の突出部方向を見たところ/こちらも住宅開発により破壊されているが、僅かにその高まりが見て取れる状態 📹 video

https://youtu.be/IpF93No2GIY


右下（東側）から見たところ/右下は住宅が迫っている 📹 video

https://youtu.be/W6v88iJedvY


　　　　　　そこを東側に下って行くと、鳥居が立っていた/ここから頂上の楯築神社へと登ったのであろう



　　　丘陵麓に下りて、西方向に進んでその丘陵を見上げたところ



　　そこを進むと、ここにも公園の入口があった



　　　その右手を見ると、一寸したマウンドの上に表示板があった



　　これは西山古墳群の西山3号墳のようだ
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